
令和6年2月　定例教育委員会

■日　　時　令和6年2月2日（金）15：30～16：30

■場　　所　高森町福祉センター３F中ホール

■参集範囲

教育委員：高野教育長、湯澤委員、鈴木委員、庄司委員

事務局　：清水事務局長、芦部公民館長、伊藤学校教育係長、松島子ども支援係長、木

村（紘）社会教育係長、前田子ども家庭総合支援室係長、木村（彰）給食センター所長

保育園　：大平下市田保育園長

＜定例教育委員会＞15：30～

1.開会

2.教育長あいさつ

・来年度に向けて、予算の町長査定がスタート。教育委員会は当初の日程では収まらず、まだ協

議が必要。

・来年度の予算に向けて、また委員の皆さんのご意見をお聞きしたい。

・鈴木委員が、3月末で今の任期が終了。

3.協議・報告事項

（1）教育長から

・2月市町村教委連絡協議会より

・小学校LD教室は継続。中学にもLD教室のサテライトが設置予定。

（2）各係からの報告

　＊学校教育係

・中学校カバンについて（進捗状況）　

卒業式もしくは別の機会に、今の小学校6年生に町長から配付する予定。

　＊こども支援係（保育園）　

・下市田保育園改修工事設計（進捗状況）

・2月中に複数の案を、保護者・地域住民に説明する機会を設ける。今回は、保護

者・地域の方、一緒に。昼間と夜、2回に分けて実施する方向で進めていく。

・工事については、早く着手しても6月、何とか卒園式の前までには終了し、卒園

式は新園舎で進めたい。

・代替施設であるみつば保育園については、4月から受け入れる方向で現在進め

ている。

湯澤委員

能登半島地震が発生。町としても、今回のことを振り返り、設計士にもしっかり確認

し、しっかり耐震化工事について進めること。代替施設についても、古い施設であ

るため、点検や修繕をしっかり行ってほしい。

松島係長



震度6強でも倒壊しないという基準で進めている。再度、確認する。

湯澤委員

今後、改修を検討している山吹保育園についても、専門家の調査が必要と考え　

る。

鈴木委員

バスの件は、どのような進捗か？同乗する人は？

松島係長

前回の仮調査では20数名が希望。それを踏まえて、朝2便、夕2便を出す予定。な

お、今後、正式に希望者をとりまとめ、最終的な時間等を設定したい。

なお、同乗するスタッフについては、委託する業者にお願いする。なお、最初の1

か月は、保育士が同乗し、その後、委託業者へ引き継いでいく予定。当然、安全

マニュアル等を作成し、バスから園まで保育士がしっかり見守るようにする。

庄司委員

実施前に、実際に乗ってもらうなどのシミュレーション等を行うことは必要と思うが。

机上の空論にならないように。

松島係長

今、検討しているのは、保護者に車を見てもらう、実際にお子さんを乗せてもらうと

いうことを進めている。

高野教育長

マニュアルについては、現在はバス運航を実施していないため、マニュアルは無

い。今後のマニュアル作成については、保育士が、その視点で作成することが望

ましい。

松島係長

国からも自園バスのマニュアルの基準が出ており、チェック項目なども参考にし、

また、先ほどの保護者への事前体験の様子などから作成していく。

　＊社会教育係（図書館、文化財等）

・公民館改修工事進捗状況　

・足場撤去、床の張替、壁の張替などが順調に進んでいる。今後、トイレ、壁の仕

上げなどを進めていく。

・LEDについては、既に図書館の公民館ロビーが交換。かなり明るくなり、利便性

も向上している。

・4月には、供用開始する予定。

・なお、懸念材料は、大会議室の机、イス等がないこと。新年度で早急に整備して

いきたい。

・小谷村スキー体験会について

30人定員のうち27名が申し込み。引率は職員3名、育成会役員3名の予定。

熊谷委員

南小ではスキー教室はない。それに代わるイベントは考えているのか。例えばス

ケート教室などはどうか。

高野教育長



今、南小は実施していない。北小は実施している。南小校長にも確認したが、現

在は見直す必要はないとの回答。また、代替のイベントも現在は案がない。授業

時間を確保するため、またコロナ禍を経験したことも大きい。最終的には校長が決

定していくことだが、委員の皆さまから意見等があれば、ぜひ頂きたい。

湯澤委員

コロナ禍がやはり大きい。学校でアンケートを取ると、スキーを経験している家庭が

結構多い。そうなると、学校であえて行う必要は、という話しになる。私は、スキー

教室を実施すべきという立場だが、リスクが高いことも十分承知している。現在はイ

ベント自体、リスク回避の傾向が強い。

鈴木委員

北小は復活した。ありがたいと思ったのが正直なところ。ウェア代などの準備費用

はかかるが、それでも、子どもたちがこういうことを体験する機会が学校の中である

ことは嬉しい。

新田地区では、地区で実施している。現地集合だが、地区でリフト代や食事代は

地区行事として負担してくれている。

熊谷委員

いかに小学生の時期に、体験する機会を作れるか、という重要性を感じている。昔

は、雪が降ると体育の授業として雪合戦をしてくれる先生がいた。今は、どうなの

か。

庄司委員

長野県、雪、スキーというイメージ。しかし南信州は難しい。雪に限らず、高森町の

冬ならではの体験が何かできないか？

高野教育長

保護者からの強い要望があれば学校でも検討するが、現在の流れは、家庭の中

で実施できるものは家庭でという流れが全国的な流れがある。

昔は、スキー教室があれば、家庭でも練習として連れていく、という流れがあった

が、今はなかなか難しい時代となっている。

湯澤委員

それは修学旅行にも影響が出てくる。例えば有名なアミューズメントパークに修学

旅行に行くとなった場合、それは学校で行うことなのか、という議論は出てきてい

る。

・eスポーツ体験会（2/18開催）

今回の体験会は松本山雅の選手と一緒にサッカーゲームを実施する予定。最終

回は3月2日。

教育長

eスポーツの定義について担当係長より説明を。

木村紘係長

スポーツの定義は、スポーツ庁の定義と同じとしており、eスポーツと元来のスポー

ツとは同義としてはとらえていない。

eスポーツの本義はコンピューターゲームやビデオゲームを使った対戦を伴う競技

ととらえている。なお、事務局では電子機器を用いたコミュニケーションツールとし



て広義にとらえ、多目的運動場周辺を中心とした賑わい創出の一つとして考えて

いる。

熊谷委員

1回目の集客や様子は？スポーツという定義ではないが人を呼ぶものとして、人が

集まることが予想できる。

木村紘係長

初回は、参加枠に対して、およそ９割程度埋まった。次回からは、シニアの皆さん

にも声をかけて、最後の3回目にはシニアの部を作り、開催する予定。小さい子ど

ももシニアの皆さんも一緒にコミュニケーションを取れるように進めていきたい。

湯澤委員

eスポーツの定義は難しいが、障害がある皆さん、特別支援を必要とする子どもた

ちや学校に足が向かない子どもたちが、人とつながる方法として使われ始めてい

る。そういうことを研究していくことも重要。

木村紘係長

教育分野への影響も言われている。湯澤委員から指摘頂いた活用もあると聞いて

いる。今後は、町全体として、どういう有効活用があるか、研究し、いろいろ試行し

ていく。

　＊給食センター

栄養教諭の産休代替について

（3）その他

　＊教育長から、「信州やまほいく」について

湯澤委員

方向性を共有して進めていくことは良い。県は、この保育を進めたい方向性であ

る。高森ならではのもの、今の時代にあったものを研究・実践することは重要であ

り、また今、その必要性を求められている背景も知る必要がある。毎年、実績報告

を出す機会があるのか？また、それはいつまで続くのか。

高野教育長

様式等は既に私が作成している。ただし、あまり細かい数値などで表現することは

考えていない。保護者へ出すお便りなどを添付書類とするので、日頃からの実践

をしていれば問題ないと考える。

なお、研究保育についても、その結果をしっかり記録しておけば、それが実績報

告となる。

庄司委員

研究保育などは、県内で当番で回ってくることなどはないか？

高野教育長

何かしらの発表の順番などは、回ってくると思われる。

湯澤委員



導入については大賛成である。多様なモノの見方を培うことができる。町内、公

立・私立も含めて4園で行うのか。可能であれば、公立のみではなく、私立も併せ

て進めていくことが望ましい。また、メリットもデメリットも話していくことが良い。

高野教育長

私立保育園についても、園長会などを通じて、公立保育園の動きをしっかり共有

していく。すでに、高森あかり保育園の姉妹園である、飯田鼎あかり保育園では認

証を受けている。

デメリットではないが、ハザードという部分については取り除く、近づかないことは

当たり前、ただしリスクについては、転んでケガをするということは、どうしても発生

する。3月以降、私、自らが保護者の前で話す機会を作り、その点についても説明

していきたい。

　＊教育長から南小学校教員の加配について

　＊岡山大学との協定について

　＊来年度予算公開検討会（旧称：公開査定）について（2/8、午後で調整中）

　＊来年度定例教育委員会開催日について

4.会議・イベント等日程一覧

　02月02日（水）南北小学校6年生地域人材教育活動報告会＠福祉Ce大H　09：00～10：30

　02月08日（木）来年度予算公開＠福祉Ce大H　09：00～17：00

　02月09日（金）高校前期選抜合格発表

　02月17日（土）～18日（日）育成会小谷村スキー体験＠栂池スキー場

　02月18日（日）eスポーツ体験IN高森町（第2回）＠福祉Ce大H　11：00～16：00

　02月20日（火）帝京大学鎌田和弘先生　司書対象研修＠役場3F小会議室　13：30～15：00

　02月20日（火）学校運営協議会＠福祉センター大ホール　18：00～

　03月02日（土）eスポーツ体験IN高森町（第3回）＠福祉Ce大H　※時間未定

　

5.その他

湯澤委員

元旦より、能登半島地震が発生した。学校分野においても、早急に防災学習につ

いて実施できるような動きに取り組んでほしい。

清水事務局長

事務局としても、今年度、防災については検討してきており、そこで元旦の地震を

経験した。実は、すでに信州大学の防災教育研究センターの廣内大介教授の研

究室に連絡をとり、来年度の7/30の教育セミナーにて、講演をしてもらう方向で進

めている。また、詳細が決まり次第、皆様にもお伝えする。

6.閉会

【次回教育委員会】



3月12日（木）定例教育委員会＆三校学期末の会　15：30～＠福祉センター大ホール


